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はじめる
まずは・・・

つぎに・・・

つたえる

行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
「
事
業
仕
分
け
」
が
日
本
中
の
注
目
を
浴
び

ま
し
た
。
会
場
が
一
般
開
放
さ
れ
、
H
P
で
は
会
議
資
料
が
提
供
さ

れ
そ
の
様
子
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
国
民
に

開
か
れ
た
形
で
行
政
の
「
ム
ダ
」
を
洗
い
出
し
、
国
・
自
治
体
・
民

間
の
役
割
再
編
を
含
め
た
大
胆
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
事
業
仕
分
け
」
は
、
私
も
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
政
策
シ

ン
ク
タ
ン
ク
構
想
日
本
に
よ
り
2
0
0
2
年
か
ら
全
国
的
に
行
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
総
じ
て
国
民
の
評
価
は
高
か
っ
た
で
す
が
、

断
片
的
・
恣
意
的
な
お
祭
り
報
道
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
本
質
が

置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
「
ム
ダ
」
の

判
断
基
準
が
明
確
で
な
く
、
国
民
と
共
有
で
き
て
い
な
い
な
ど

様
々
な
問
題
も
あ
り
ま
す
し
・
・
・
。

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
制
度
や
組
織
を
総
ざ
ら
い
し
、
日
本
の

行
政
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
見
直
さ
れ
て
い
く
た
め
の
、
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
事
は
事
実
で
す
。
こ
の
一
歩
に
よ
る
、
国
民

の
意
識
改
革
に
与
え
る
影
響
は
図
り
知
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
自

治
体
行
政
や
議
員
に
も
か
な
り
の
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

国
に
は
そ
ん
な
こ
と
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
政
権
が
代
わ

り
形
勢
逆
転
。
先
を
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
市
政
で
す
が
・
・
・
。

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
ど
の
範
囲
ま
で
広
げ
ら
れ
る
の
か
、
ま
た

制
度
化
で
き
る
の
か
？
そ
し
て
問
わ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
議
員
・

議
会
の
役
割
は
？
こ
れ
ま
で
色
々
な
手
法
を
提
言
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
市
民
が
主
体
的
に
関
わ
れ
る
仕
組
み
を
積
極
的
に
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

日
本
が
変
わ
り
ま
す
。
社
会
全
体
が
新
た
な
価
値
創
造
に
進
み
だ

す
今
、
あ
な
た
は
ど
う
す
る
？
問
わ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
覚
悟
。
さ

ら
ば
、
客
観
民
主
主
義
！
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ミツける、ヒロげる

もっと議員をこき使え！皆さんの貴重な税金で活動しています。市政報告、意見交換、
いどばた会議等、どこへでも出かけますので気軽に声をおかけ下さい。

ウェブサイト www.fukushimanet.jp
日々の活動、政策、思い、報酬明細などはＨＰで更新中！

雲南市議会議員 福島光浩／雲南市掛合町掛合939-1 〒690-2701 TEL・FAX 0854 -62-1515   携帯 090-7597-3093

選挙に関して、日本がどれだけズレているのか一目瞭然です。改定はされてきていますが、公職

選挙法が制定は昭和２５年。変えられなかったのは、誰のためなのでしょうか？

また、成人年齢に関しても世界では90%以上の国で18歳以上としています。色々な論はありま

すが、義務教育課程修了後の4年間にいったいどういった意味があるのでしょうか？

図）選挙運動の規制

時すでに12月定例議会。例年より赤く色づいた美しい景色もいつの間にか色あせ、吐く息が白くなって

きました。インフルエンザの猛威、大量発生のカメムシ・・・今年嵐の季節はどうなるのでしょうか？

日本にも大きな激動の嵐が吹き荒れています。「政権交代」によって動き出した政治、変わりだす私たち

の生活、そして変わらなければならない私たちの意識。これまで見える事のなかった驚愕の事実が、次々

と目の当たりにされていくことでしょう。国と地方自治体の関わり方も劇的に変わっていきそうですが、

その変化を受け入れる覚悟、そして一歩踏み出す勇気が求められています。

嵐の季節の先に、もっとひかり輝く雲南を！雲南はもっと良くなれる！その主たる担い手は市民１人１人

であり、役人や行政、政治家が握っているものではありません。『市民が動く、社会が変わる』テヲトリあっ

て、未来のために！嵐にも負けず、雪にも負けず・・・お天道様どうかお願いします。

前定例会では、一般質問の項目が多岐にわたり皆さんにも一緒に考えて頂きたい内容が多くあります。発

行が遅れましたが、ご意見をお待ちしています。


